
一
ロ
、
音
産
を
軌
道
に
F-
せ
て
今

一
自
の
成
果
を
も
た
ら
し
た
、
中

一
心
人
物
め
熱
意
と
尊
い
努
力
。

一
令
市
民
の
臼
覚
と
研
究
、
そ

一
し
て
努
カ
。

一
幽
、
大
洲
市
政

一

諒

日

以

下

紅

白

的

時

五

日

れ

は

日

時

川

町

一

日

問

見

れ

れ

ば

サ

参

考

一

時

十

日

γ
印

刷

日

ト

昨

日

一

に

反

影

す

べ

き

一
ら
れ
広
域
に
一
旦
る
木
市
も
、
行
一
知
県
安
城
市
ま
た
由
民
林
行
政
の
一
ハ
、
畜
産
の
あ
り
方
が
共
同

7
マ

グ

ロ

ヨ

コ

バ

イ

の

発

生

は

一

問

題

一
政
機
構
の
改
革
、
を
始
め
、
道
一
尚
一
面
に
於
て
も
、
教
育
行
政
の
面
一
集
団
葦
庄
の
姿
に
移
行
し
つ
つ
一
殆
ん
ど
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
一
イ
、
農
業
協
同
組
合
の
宮
農
指

一
橋
認
の
整
備
、
文
教
諸
施
設
九
一
一
一
に
於
て
も
、
進
ん
だ
考
え
方
で
一
あ
る
事
と
、
共
販
態
勢
の
擁
立
一
た
。
一
塁
山
勢
の
確
立
。

一
建
設
を
始
め
市
民
福
祉
の
諒
一
市
政
が
推
進
さ
れ
て
い
る
と
い
一
に
よ
り
、
安
定
を
期
し
て
い
る
一
生

O
a
当
り
の
経
費
一
ロ
、
行
政
課
と
し
て
，
農
業
共

一
政
策
を
遂
行
し
つ
つ

E
詰
仰
の

7
長
野
県
長
野
市
、
ま
た
近
時
一
点
、
一
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
撤
宿
賃
(
空
↑
済
課
、
土
地
改
良
誌
を
設
置
し

一
実
玩
に
遊
進
し
つ
つ
あ
る
こ
と
一
引
に
、
言
語
興
施
策
の
面
で
つ
ぺ
農
業
協
同
組
む
の
組
合
員
一
輪
費
、
統
一
賀
含
れ
〕
)
一
五

O
円
一
現
在
の
農
業
共
済
組
合
、
土
地

一
は
真
に
喜
引
い
に
耐
え
な
い
所
で
一
立
派
な
実
績
を
ら
げ
て
い
る

L
の
、
組
合
意
識
の
庇
盛
な
る
古
一
一
薬
剤
J

三

五

C
円計一一

δ
O円一

一

計

γ
日
間
片
品
川
抗
日
一
い
ミ
警
県
安
中
市
を
視
察
一
⑨
長
野
市
の
実
態
一
(
へ
リ
ゴ
プ
タ
!
の
場
合
五

C

石
諸
U
I合
狸
化
を
図

?
一
い
発
展
を
念
願
し
、
三
十
六
平
一
し
て
、
其
の
実
態
を
極
め
本
豆
長
野
市
の
農
業
は
千
曲
川
沿
線
一
円
安
上
れ
)
一
ハ
農
業
経
営
の
に
な
い
で

言
一
度
一

E
1
2
z
hす
る
事
に
一
の
農
林
教
育
行
政

2
と
す
る
一
の
平
坦
地
と
、
飯
剣
山
系
の
三
へ
日
コ
プ
タ
!
の
性
能
ハ
ベ
一
で
き
若
い
人
々
の
都
市
工
場

一
な
り
五
月
下
旬
よ
り
六
月
上
旬
一
三
コ
叫
察
地
時
主
同
法
丸
山
内
栽
削
詰
一
ル
四
七

P
1
塑

)

一

へ

の

吸

収

に

よ

る

労

力

の

不

足

一
に
か
ゆ
1
一

、

そ

れ

ぞ

れ

祝

察

」

一

一

一

回

の

薬

剤

和

裁

量

一

二

C
均
一
一
は
、
機
械
化
の
導
入
と
共
同
作
一

3
7旅
行
を
お
ど
、
宗
室
な
研
町
一
態
と
学
ぶ
べ
き
一
蚕
お
よ
び
一
部
雲
主
人
れ
一
一
回
の
撒
布
面
積
約
五
伽
支
に
よ
り
、
労
力
の
有
効
配
分
一

為

一

主

主

主

均

一

時

十

町

一

一

一

一

一

明

日

目

指

訪

日

間

一

時

の

合

理

化

を

図

っ

て

行

く

一

一

は

市

役

所

に

於

て

、

視

察

に

伴

一

一

正

約

三

O
L側
一
一
一
、
成
足
立
法
一
一
ぺ
特
に
畜
産
、
一

;
一

5
制
究
会
を
開
催
、
市
政
の
主
安
城
市
の
農
業
主
口
に
い
う
一

O
万
国
の
予
算
を
も
っ
て
t

一
-
一
一
自
の
巨
一
義
吋
困

1
4時
間
一
塁
樹
の
徹
底
し
た
施
策
の
理
工

憎

一

、

一

な

れ

ば

、

市

古

子

一

の

農

業

立

以

野

市

成

人

2
校

、

高

校

、

一

ド

f
市
J

ノ

一

一

章
一
巡
に
つ
い
て
一
般
の
努
力
を
お
一
協
同
組
合
を
中
心
に
、
米
一
主
市
民
の
主
党
主
め
、
職
羽
田
に
一
李
相
高
度
三
米

1
Z小
一

強

化

。

一

一
互
に
確
認
し
き
た
。
一
を
根
幹
と
し
て
、
部
落
の
特
殊
一
向
上
に
資
す
る
為
の
社
会
教
育
一
撒
布
飛
行
速
度
時
速
四
八
百
三
六
乳
牛
も
和
牛
の
導
入
と
一

一
以
下
要
点
に
つ
い
て
記
す
事
と
一
性
を
主
込
て
畜
産
園
芸
農
産
よ
、
真
剣
乙
一
り
わ
れ
て
い
る
o

一
有
効
撒
布
巾
一
八
米
一
多
頭
飼
育
今
強
力
な
奨
励
措
置
一

報
一

J
パ

第

一

説

視

察

十

世

間

ド

日

目

立

刊

誌

日

将

来

の

考

一

一

一

福

山

山

中

目

立

旧

日

下

町

内

れ

わ

旦

一

地

拡

ワ

い

て

い

る

c

然
し
な
が
ら
、
近
年
中
三
方
、
一
⑥
長
野
市
豊
言
及
セ
/
タ
二
、
養
鶏
の
導
入
、
共
同
調
書
円
一

一
愛
知
県
宇
¥J

城

市

一

昨

品

一

日

計

七

月

仁

生

産

構

造

の

問

題

で

農

地

の

一

の

設

置

と

青

壮

年

の

ιι
。
問
題
は
地
域
差
に
よ
り
、

公
一
支
城
市
役
所
て
つ
ミ
つ
て
の
農
議
都
市
い
竺
一
農
協
同
信
託
失
農
協
の
共
同
注
目
一
に
カ
を
注
い
で
い
る
点
。
玉
る
と
考
え
る
が
、
立
市
の
実

一
安
城
市
赤
松
農
業
協
同
一

UYT市
と
し
て
、
大
さ
く
一
世
日
目
司
王

μ勺
ぅ
一
①
長
野
市
立
成
入
学
校
の
開
校
一
態
に
即
し
た
点
三
慮
し
、
研

一

組

合

一

阿

川

町

;
j
f見
れ
ず
口
、
作
物
に
よ
る
集
団
栽

1
k
u
y叫
す
育
の
徹
底
を
百
日
開
れ

kryタ
l
、
路

一

主

知

円

民

事

試

験

場

一

し

カ

f
し
一
之
が
一
実
現
す
る
為
の
交
換
分
合
一
@
安
中
市
ん
U

実

態

一

農

セ

ヅ

タ

l

c

リ

一

長

野

総

長

野

市

一

守

れ

し

一

一

九

日

L
レ
ド
ト

UUU叫
よ

る

系

一

向

日

日

昨

日

日

十

時

耳

目

立

す

む

た

め

研

一

長

野

市

役

所

一

当

局

の

一

員

し

た

f
導
L
勢
一
空
中
撒
/
刊
に
い
よ
る
時
間
除
の
結
果
了
巾
で
あ
り
、
市
政
施
行
後
、
農
一
以
上
の
通
り
戸
、
あ
ろ
だ
我
々

7
一
一
長
野
市
農
業
主
ぷ
セ
ン
一
の
確

Li霊
遂
行
の
強
力
な
一
と
効
旧
宮
概
要
を
参
考
ま
で
に
了
、
商
、
各
々
旧
態
を
脱
し
て
一
は
、
今
回
め
視
察
に
よ
り
多
く

昨

一

タ

ー

一

品

ー

か

れ

一

一

m
k
u
u
i
v
dド
効

果

一

時

代

に

即

応

す

る

一

大

飛

躍

土

日

ド

日

目

試

行

努

明
一
群
馬
県
安
中
市
一
地
改
良
区
、
農
業
共
済
組
合
の
一
ツ
;
ロ
ヨ
ゴ
マ
二

O
E知
一
目
指
し
て
努
カ
が
Mm
け
ら
れ
て
一
力
を
そ
げ
る
室
長
、
あ
る
。

間

一

安

中

市

役

所

一

事

業

が

、

市

で

ぬ

行

さ

れ

h

人
一
を
入
れ
た
ホ
タ
ル
カ
ゴ
を
撤
市
一
い
る
。
政
府
の
打
出
し
た
麦
一
昭
和
三
ヤ
六
一
味
六
月
十
三
日

E
一
支
中
市
山
石
野
谷
農
来
協
十
作
一
党
も
、
市
よ
り
主
山
さ
れ
、
一
地
域
内
に
点
々
と
ヰ
ナ
ケ
所
旦
作
転
救
護
用
と
相
ま
っ
て
、
乳
一
喜
司

F
ヨ

一
同
組
合
一
市
役
所
の
土
地
改
良
謀
、
農
業
一
置
し
て
お
き
宇
礼
二
十
四
時
間
一
牛
、
和
牛
、
豚
な
ど
多
頭
飼
育
一
一
一
一
一
一
一
一
一
〓
一
一
一
一
一
一
一

一
バ
一
共
済
課
で
一
貫
し
た
手
業
が
、
一
後
吋
て
の
段
虫
効
果
を
剖
去
し
た
十
を
淫
自
の
中
心
に
お
き
、
新
ら
十

F
E
E
Z
E
一一一一正一

一
霊
長
セ
ン
タ
ー
1
3

一
遂
行
さ
れ
て
い
る
Q

工
こ
ろ
一

0
0
2死
亡
卒
を
て
い
主
産
地
を
形
成
し
つ
つ
あ
一
票
議
権
主

一

多

頭

飼

育

農

家

一

ロ

、

農

業

協

同

組

合

を

中

心

一

示

し

た

」

一

る

。

一

六

一

三

コ

一
一
一
、
視
察
r
同
九
回
一
任
一
に
し
た
営
農
指
導
乙
協
同

J
Z布
地
区
内
に
再
発
生
し
な
一

O
学

ぶ

べ

き

点

一

ワ

内

長

一

↑

司

一

業

態

勢

戸

市

徹

底

き

れ

一

、

時

間

と

一

、

。

一

イ

、

市

当

渇

の

徹

底

し

た

音

章

一

ず

F
K事
一

↓

一

つ

い

て

一

宮

お

き

充

分

に

発

揮

し

一

r
zと
ち
が
い
、
短
期
間
了
事
志
望
奨
励
(
重
点
施
一
一
宮
よ
苧

E

d
g
-
-
1

、E1

一

一

『

一

日
本
の
せ
プ
ン
マ

1
ク
と
昨
ほ
れ
一
て
い
る
点
。
(
特
に
水
百
の
一
に
大
面
積
の
防
除
が
行
な
わ
れ
一
策
の
徹
底
遂
行
)
一
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